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4 カー ノレ5世那事裁判令試訳〔第 l条第 77条) (以上 37巻 1・2号)





































































































































































































































委ねている場合において，正義の尊重及び公益への配慮に基づき(在uslieb der ge 






































の上故意及び偽計をもって (mitwissen， fursetzlich vnd argklistiglich)偽響者に偽蓄
を教唆した (anrichten)36)者も，同様の刑罰 (peen)を受ける。
不復讐宣誓に違背する者に対する刑罰
第 108条 向じしある者が，朕の皇帝法及び本令によればいず、れにせよ (on
























fgelegt schmach der zu gemessen that) C的事笑〕が真実であることが判明した場合に
おいても，かかる名誉毅損的事実を流布させた者は，諸法の定めに従い裁判官の裁
量により (nachvermoge der recht vnd ermessung des richters)処罰されなければなら
ない。
貨幣偽造者又は貨幣鋳造権を有せず貨幣を鋳造する者4)に対する刑罰

















第 112条 同じく，印章 (siegeD，文書 (brieff)，証書(instrument)，領主権益

































































































































































































































































第 141条 同じく，ある者が， [侵害〕行為の認定後に正当紡衡を主張，援用








〔翻訳〕カー ノレ5世刑事裁判令 (1532年)試訳 (2)
攻撃又は侵害行為85)(があった事実〕を争わず，又は， これを一貫して否認するこ
とができず，むしろこれについて， (①) (被告人により〕主張され〔弾劾人によって





























































































































〔翻訳〕カー ノレ5世刑事裁判令 (1532年)試訳 (2)



































































































































1) テキストは、“auff..‘eingebraεhte vnnd volnfurte kundtschafft vnd beschlus"であ
る。
(1) Remus， cap.78は，イタリック部分を，“adplenam absolutam'que per testi-
monia deductum probationem" (r証言によってなされた，十分かつ完結した証明に
基づいてJ) として，“beschlus"を“absolutam"と羅訳しているように思われる。
Langbein， art. 78は，“uponthe basis... of witness-testimony presented and adduced 
and completedヘVogel， art目78は，“surles depositions complettes & concluantes 
des temons"と解しており，レームス訳と同趣旨のようである。
(2) これに対し， Clasen， art. 78は， r弾劾人が被告人の自由又は証言によって弾
劾事実を十分に証明し，かつ，事件について弁論を行った (incausa conclusit) と
きj とするほか， Schroeder， S.163は，“beschlus"を， ドイツ刑事訴訟法258条 l
項の証拠調べ終了後の最終弁論 (Schlusvortrag)に対応するものと註解する。 Go“
bler， art.78が，“adproducta testimonia， & conclusionem"と直訳するのも同趣旨で
あろう。なお， 92条注参照。
2) グリム・ドイツ語辞典によれば， "rechtstag"は，“t昌gfur ein rechtsvern且hren，dies 
juridicus"の語義がある。 Gobler，art.78は，“iudicialis& peremptorius terminus" 
cr裁判と死の日J)，“peremptorius dies" (r死の臼J) とする。
3) テキストは，“Itemzum gericht sol verkundigt werden"である。
Remus， cap.80は， r死刑事件について最終判決がなされるときは，裁判所に属す
る者全員が，各地において定着する慣行に従い，伝令又は鐙によって召集されなけ
ればならないj と要約し， Clasen， art. 80は，本条の趣旨について， r最終裁判期日
のために参審人の召集 (convocatioJudicum)が行われなければならない」とする。
4) テキストは，“aleseinbringeが'である。
「全ての申立てjが字義であるが， CI呂5en，art.81は，“iudices.. . prius sibi jubeant 
acta recitari， vel ex is rでたri"(r裁判官は，記録の朗読，又は記録に基づく報告を命
じなければならないJ) と註解する。
5) テキストは，“diebeschlossen vrtheil zu dem andern gerichts handel auch auff-
schreiben lassen"である。




creuerint， adscribi actis curabunt" (r何事かを決定したときは，訴訟記録に録取させ
なければならないJ)とする。この点は， Gobler， art.81; Vogel， art.81も同様である。
後者に従う。
6) テキストは，“alsodarmit sie durch vnwissenheyt derselbige (nitJ verkurtzt oder 
geuerdt werden"である。
Zoepfl， art. 83の表記に従い，亀甲括弧内を祷充した。
7) テキストは，“dasder selbig schopff der also des anklagers fursprech gewest， sich 
hinfurter schliessen der (= imJ vrtheyl enthalt"である。
C. Guterlヲock，S.228は，亀甲括弧内のように訂正する必要があるとする。これに対
し， Clasen， art. 88は，“sichhinfurter schliessens der vrtheyl enthalt"と表記する。
8) Langbein， art. 88は，“fursprech"，“redner"を，“orator"，“speaker"と英訳する
が， Gobler， art. 88は，“procurator"と緩訳し，区別を設けていない。
9) テキストは， "allwegen inn eyner jeden solchen klag zu sampt dem namen des an-
klagers， sol also gesetzt werden， Klag vom der oberkeyt vnd ampts wegen"である。
Gobler， art. 88 !ふ“ubiaccusatio ex officio instituta fuerit， ita sempre in qualibet 
istiusmodi actione una cum actoris nomine ponatur， uidelicet， Actio magistratus & 
ofici nomine" (r弾劾が機擦に基づいてなされたときは， この種の弾劾においては
常に弾劾人の氏名とともに，弾劾が官憲及び職権の名によるものであることを明示
しなければならないJ) とする。
Langbein， art. 88は，“thereshall be said in place of the name of the complainant: 
Complaint of the authorities ex officio"とするが，疑問である。
10) テキストはJ‘Bitdes良irsprechender von ampts wegen ode sonst klagt"である。
Clasen， art.89は，“Petitioprocuratoris， qui巴xofficio， vel ab accusatore datus， 
accusat" (r職権又は蝉劾人による選任を受けて，弾劾を行う代弁人の申立てJ) とす
る。
11) テキストは，“Herrder richter A. der anklager， klagt zu B. dem ubelthetter， so ge-
genwirtig vor gericht steht der missethat halb so er mit C. geubt， wie solch klag vor-
mals vor euch furbracht ist"である。
イタリック部分を， Gobler， art.89は，“Domineiudex， A actor seu accusator， im-
pet江Bmalefactorem praesentem in iudicio， ob delictum facinus冶uequod C patr，似 it，







12) テキストは，“immnechsten nachuolgenden artickel"である。
f次条J以下には該当する規定がないので，本条3項を指すものと解される。
13) テキストは，“Itemwo imm nechsten nachuolgenden artickel eyn B. steht， sol 
der beklagt， bei dem A. der kIager， vnnd bεi dem C. die bekIagt ubelthat， kurtz ge-
melt vnd verstanden werden"である。
5chr・oeder，5.165は，イタリツク部分を， "Einwendungen vorgebracht"と註解す
る。しかし， Gobler， art.90のように，“inteligidebet" cr解されるへきであるJ) と
理解するのが妥当であろう。
14) テキストは，“HerrRichter， B.der beklagt antwurt zu der bekIagten missethat， so 
durch A. als klager， wider jn geschehen ist， die er mit C. geubt haben sol， inn aler 
massen wie er vormals geantwurt hat， vnd gnugsam furbracht ist"である。
イタワック部分について， Gobler， art.90は，“Breus ad nef.泌氏ucrimen per A 
tanquam accustorem insimulatum， quod C. perpetrasset， respondet omnimodo lt 
sllpra respondit， & sufficienter propositum est" (r被告人Bは，弾劾人Aによって，
Cそ行ったとして弾劾されている犯罪について，既に答弁し，かつ十分に明らかに
なったところに従い答弁しておりますJ)，Remus， cap.90は，“Clariss.illdex， Caius 
contra accustionem Titi， qua hoc vel illud ei delictum intentatllr， repetendo excipit， 





16) テキストは，“いTieder Richter vnd schoffen oder vrtheyler nach beyder theyl， vnd 
。llemfurbringen auch entlichem beschlus die vrtheyl fassen"である。
(1) Langbein， art. 92は，“followingtheir submission of the both sides and eve句
rything else and also following final decision"とする。“entlichembeschlus"を r(裁
判所による)最終決定」と解するのである(塙訳92条も「最終決定Jとする)。
(2) しかし， Gobler， art.92は，イタリツク部分を，“postambarum partillm ex-
hibita， post' que finalem conclusionem" (r雨当事者の主張立証及び最終弁論を経
てJ) とする。また， Clasen， art. 92は， r弾劾人による犯罪の弾劾及びその立証，並
びに被弾劾人による防御が十分に行われ，かつ，間当事者による弁論が行われた
(ab utroque partes facta conclllsio)後:~こ J と註商卒する。
“conclusio"について， P. FOllrnier， Les oficialites au moyen age-etude sur l'orga 
nisation， lacompetence et la procedure des tribunaux ecclesiastiques ordinaires en 
Fraηce de 1180 a 1328， 1880， p.205は，カノン法訴訟手続において「両当事者の代
理人がその主張 (arguments)を尽くしたときは，裁判官は，弁論告と終結し最終弁論
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を行う (adrenunciandμm allegationibus et concludendum in cmβa)期日を指定する」
と述べており，当事者による最終弁論の意味に解するのが妥当である。なお， 78条
注参照。
17) テキストは，“nachbeyder theyl vnd allem furtrag auch entlichem beschlus der 
sachen"である。
Gobler， art. 92は，“postquamomnia ambarum partium in iudicio exhibita & re 
producta sunt， causa'que conclusa esピ， (r雨当事者がなすべき全て〔の主張・立証〕
が訴訟に提出され，かつ，事件に関する弁論がなされた後J) とする。テキストのイ
タリツク部分を削除すべきものと解した訳であろう。
18) テキストは，“HerrRichter ich sprich es geschicht billich auff ales gerichtlich eirト
bringen vnd handlung， was nach des gerichts ordnung recht， vnd auff gnugsame al 
les furtrags besichtigung in schri節目zuvrtheyl verfasset ist"である。
(1) 前後のイタリック部分は対応すると解した。同様の梼文と足、われるのは9条
である。 9条注を参照。
(2) 各種訳は帰一するところがない。 Gobler，art.93は，“Domineiudex， dico 
iure factum esse， quod super omnibus exhibitis & produtis actis & actitatis， utex 
iudicii ordninationε， & ex suぽicientiexhibitione constat， scripto sententia concepta 















20) テキストは，“Itemwurd aber der beklagt mit vrtheyl vnd recht ledig erkent， mit 
was mas das geschehe vnd die vrtheyl anzeygen wurd， dem solt wie sich geburt auch ge-
folgt vnd nachgeg，仰 genwerden"である。
(1) Gobler， art. 99は，イタワック部分を，“quopacto aut modo id fiat， senten-
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〔翻訳]カー ノレ5世刑事裁判令 (1532年)試訳 (2)
tia' que docuerit， idipsum ita ut par est expediatur" <rそれが行われる，かつ判決が
示す異なる態様，内容がしかるべく行われなければならないJ) とする。
本文の訳は，"mit was mas das geschehe vnd die vrtheyl anzeygen wurd"の"dasge 
schehe"が「無罪判決の言渡しJを意味し，イタリック部分は全体として「無罪判決
が判示する内容Jを意味すると解したものである。







21) Gobler， art.99は，“partesquidem ciuiliter， qeumadmodum supra indicauimus， 
prosequi tenentur" (r上に定めるように，間当事者は民事訴訟を行わなければならな
いJ) としており， r最終」念特に訳出していない。 Clasen，ar仁99も，無罪とされた
被告人は，無罪を言い渡した裁判所又は弾劾人の正規の裁判所に対し“civilisactio" 
(民事訴訟)を提起することができると註解し， r最終jについて言及していない。
22) テキストは，“zukeyner erfarumg der warhe)せodergerechtigke)せnotsein"であ
る。
Clasen， art. 100は，“adveritatis indagationem & Justitiae administrationem nihil 
faciunt" (r真実の発見及び正義の実現に何ら益しないJ)とする。
23) テキストは，“Vndwo an die oberke戸gelangt，das darwider gehandelt wirt， so] 
sie das ernstlich abschaffen vnnd straffen， so 0的 daszu schulden kompt"である。
(1) Gobler， art.100は，“Etsi magistratui innotuerit， isadeuersum iri， aut re-
luctari mandatis nostoris， acriter is quidem ilos auferre ac punire debet， quoties-
qunque in eo peccatum fuerit" (r寝室撃がこれに対する違反又は朕の命令に対する遠
背ぞ知ったときは，厳しくそれを禁じ，かつ，それが罪となるときは処罰しなけれ
ばならないJとする。
(2) なお， "das zu schulden kompt"について， 146条注参照。
24) Gobler， art.lOl (ふ“publicumdelictumヘVogel，且rt.lOlは， "delit public"とす
るが， Langbein， art.101は，“apublic matter"の訳を与える。
25) Clasen， art.101 は，釈放なしの終身拘禁は死刑に等讃されると註解する。 10条注
参照。
26) テキストは，“Itemwie straff an leib oder glidern die nit zum todt oder ewiger ge-
fengknus sein， vnnd offentlicher thatt halb von ampts wegen geschehen， durch den 
Richter erkant mogen werden， d丘uonwirt die form des vrtheyls hernach inn dem 
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hundertsten vnd sechs vnd neuntzigsten artickel funden anfahendt， ltem 50 eym 
person etc."である。
本文の訳は，“wie"を“swie(= wenn， wenn irgend)"の意味に解したものである。
Gobler， art.lOlは，“vbi，& quemadmodum poena corpori aut membris， non tamen 
capitalis， aut perpetuum carcerem inferens， & ob publicum delictum ex officio im伊
ponenda per iudicem declaretur..." (r死刑又は永久拘禁を科すものではない身体
刑が，公的犯罪を理由に職権により裁判官により言い渡されるべき場合，及び，
身体刑がどのように科されるべきかは……J) とするほか，“Remus，cap.lOl"は，
“Quemadmodum autem (quod in ordine sequitur) poenae corporales， hoc est， cor-
poribus， ut membri amputatione iIlatae， quae morti， aut perennibus vinculis non 





27) Bohmer， art.lOlが， r本条は，他の条文の参照を求める (relativus)規定であり，





29) Gobler， art. 104は， "conditio et scandalum delicti" (r犯罪の状況及び犯罪が引き
起こす公衆の僚激J) ，Clasen， art. 104は，“ration& atrocitas criminis" (r犯罪の状
況及び重大性J) とする。ここでは，後者に従う。
30) Gobler， art.104; Clasen， art.104， 1 は，“arbitratusヘ、rbitrium拘の訳語を当てる。
31) テキストは，“Aberinn fellen darumb (oder derselben gleichen) vnser Keyserlich 
recht nit setzen oder zulassen， jemandt zum todt zu straffen， haben wir inn diser 
vnser vnnd des Reichs ordnung auch keynerley todtstraff gesetzet， aber iηη etlichen 
misthatten， lassen die recht peinlich straf am leib， oder glidern zu， damit dannocht die 
gestra治enbei dem leben bleiben. Die selben straf mag man auch erkennen vnd ge-
brauchen， nach guter gewonheyt eyns jeden lands， oder aber nach ermessung eyns 
jeden guten verstendigem richters， als oben vom todten geschriben steht"である。





〔翻訳〕カー ノレ5世刑事裁判令 (1532年)試訳 (2)
(2) イタリツク部分を， Gobler， art.104は，“sedin aliquibus maleficiis conced-
unt atque permittunt jura poenam corporis & membrorum" (1法は，若干の犯罪に
ついて身体別を許容しているJ) とする。これに対し， Langbein， art.104は，イタ
リック部分を，“forsome crimes we have authorised the law to punish upon body 
or member"とするが，やや疑問がある。
(3) Schroeder， S.169は， "die recht"を“diePartikularrechte"と設解するが，文
脈上そのように解すべき理由が明らかでないので，“vnserKeyserlich recht" (テキ
ストでは複数扱いである)指すものと解した。
32) テキストは，“Wannvnser Keyserlich recht， etlich peinlich stra百setzen，die nach 
gelegenhe戸diserzeit vnd land vnbequem， vnd eyns theyls nach dem buchstaben nit 
wol muglich zu gebrallchen weren， darzu auch dieselben recht die form vnd mas， 
e戸lerjeglichen peinlichen straff nit anzeygen， sonder auch glter gewonhe円oder・er-
kantnus verstendiger Richter beuelhen， vnd inn der selben wilkure setzen， die straff 
Csind) nach gelegenheyt vnd ergernus der ubelthatt， aus lieb der gerechtigkeyt， vnd 
vmb gemeynes nutz willen zu ordnen vnd zu machen"である。
(1) Schroeder， S.169は，“darzuauch"は“darzuauch Wann"と補充されるべき
だとする。
(2) “die straff"以下のイタリック部分は主動認を欠いており，亀甲括弧内のよう
な挿入が必要である。 Gobler，art.104が，“poenautiqlle ex qualitate & offensine 
delicti propter iustitiae dilectionem， Rei'que publicae utilitatem ordinanda est ac 
decernenda"と経訳するのは， この趣旨である。
33) テキストは，“Vnddamit richter vnd vrtheyler die solcher rechten mit gelert sein， 
mit erkantnus solcher straff destowemiger wider die gemelten rechten， oder gute 
zulessig gewonheytem handeln， so wirt hernach V01111 etlichen peinlich叩 straffen，
wann vnnd wie die gedachten recht guter gewonheyt， vnd vermmfft nach geschehen sol 
len， gesatzt"である。
イタリツク部分の "diegedachten recht"は「皇帝法Jを指すのであろう。 Lang-
bein， art. 104も，“thesaid law"とする。しかし， Gobler， art.104は，イタリック部
分を“infraquidem de quibusdam poenis， qllando nimirum hae ex recta bona'que 
consuettudine ac ratione inferendae sunt， statuemus" (1若干の刑事罰について，そ
の刑事罰が，良き{賢官及び理性に従い，いかなる場合にいかなる方法によりしかる
べく適用されるべきかそ，以下に定める」とする。 Clasen，art. 104， VIもまた，Hdie 
gedachten recht"を刑罰の趣旨に解している。
34) テキストは，“(soes zu schulden kompt)"である。
与えられる訳は多様であり， Schroeder， S.169は，“(diedazu verpflichtet sind)九
Gobler， art. 105は，“(sicrimen expostulat)" (1犯罪がそれぞ要求するときんなお，
333 
crimenは， r訴追jの意味も有するので， r訴追がそれを要求するときJの趣旨である
かもしれない)， Vogel， art.105は，“lorsqu'ils'agira de punir" (r処罰すべきときJ)， 
Langbein， art.105は，“whenguilt is apparent"，塙訳105条は， rそのことが有責と
せらるるに奈る場合j とする。
本文の訳をとる根拠については， 146条注参照。
35) テキストはにζStraffder jhenen so e戸lengelerten eydt vor Richter vnd gericht mey-
neydig schwern"である。
Gobler， art.107は，“poenaeorumu qm concepto seu praescnpto lUramento co-





37) r紛争及び行為」が直訳であり， Gobler， art.108も，“causae& facti"と直訳する
が， r紛争を引き起こす行為j と解した。 Clasen，art.108比“maleticium"(1犯罪J)
とする。
38) テキストは，“Itembricht eyner eyn geschworne vrphede mit sachen vnnd that 
ten， darumb er vnser Keyserlichen recht vnd diser ordnung nach， zum todt on das 




(2) グリム・ドイツ語辞典によれば，“ohnehin"の語義があち， Gobler， art.108 
は，“alioquin"の訳認を与え， Vogel， art.108も，“d'ailleurs"という同義の訳語そ与
える。
39) テキストは，“Soaber eyner eyn vrphede mit sachen darumb er das leben mit veト
wurckt hat， fursetzlich vnd freuenlich verbrech"である。
イタリック部分は， rそれによって生命を失うに至らなかった事件によりJが直訳
である。 Gobler，art. 108が，“excausis mortem inferentibus" (r死刑を科されない
事件によりJ)と羅訳するように， r非死刑事件Jの趣旨である。
40) “libellus famosus"の趣旨であろう。
41) “vnschuldig"は，グリム・ドイツ語辞典によれば，“unberechtigt，ohne compe 
tenz"の語義がある。
42) Schroeder， S.171は「故意j と註解する。
43) テキストは，“nachertindung solcher ubelthat als die recht s呂gen"である。
Gobler，ぽt.110は，“posttale compertum maleticium (ut ius canunt)" (f (諸法の
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命ずるように)このような犯行が明らかになった後にJ) とする。なお， i諸法jの
趣旨は判然としない。 Vogel， art. 110は，この文言を訳出していない。
44) テキストは，“deroso on habende仕eiheytmuntzen"である。
Gobler， art.111は，“eorumqui absque priuilegio monetam signant， seu cudunt" 
u特権なくして貨幣を刻印し，鋳造する者のJ)とする。 5chroeder，5.171の註解も
向趣旨である。
45) 5chroeder， 5.171は， i二詞一意 (Hendiadyoin)Jと註解する。
46) テキストは，“Woaber jrgent e戸lereyns andern muntz vmbreget， oder widerumb 
in tiegel brecht vnd geringe muntz daraus mecht"である。
Gobler， art.111は，イタリック部分を“aut)と羅訳する。これに対し， Vogel， art. 
111は，“celuiqui pour alterer la monnoye d'un autre， larefondra & lafera moindre" 
とする。これは， Clasen， art.lll， Vが，専ら劣貨を?創出するため混ぜ物をする行為
をと記述していることと呼応する。グリム・ドイツ語辞典によれば，“oder"には，
“dasselbe erweiternd oder einschrankend， berichtigend oder verdeutlichend und na-
her bestimmend"のような用例もあることをケ勘案し，ブオーゲル訳に従う。
47) 5chroeder， 5.171 は，“Rechteeines Grundherrn"と設解する。 Clasen，art. 112， V 
によれば，国家又は団体に帰属する年間収援を記録した帳簿である。所有地，農
地，葡萄闘，牧草地，菜園，居宅なども記載される。
これに対し， Langbein， art.111 [= 112Jは，端的lこ“deed"(1擦印証書，不動産
譲渡証書J) とする。
48) Vogel， art.112は，以上の目的物について，“signatures，letres， obligations， regist-
res" (i印章，文書，債務証書，登録簿J) という訳語を与える。
49) テキストは，“solzu peinlicher straf angenommen"である。
Gobler， art.113は，“adcapitalem poenam de se sumendam prehendatur" (i刑事
罷に処すため拘禁されなければならないJ) とするが， 5chroeder， 5.171は， i (その
者に対し)手続が開始されなければならないJの趣旨であるとする。
50) テキストは，“nachgeuerlicheyt gros gestalt vnnd gelegenheyt der sachen vnd der 
person"である。
Gobler， art.114は， "iuxta enormitatem， quantitatem， & qualitatem rei & perso-
nae" (f事件及び人物の非道，程度，性質に応じJ) とするので，構文解釈はこれに
従う。
51) テキストは，“innpranger oder halseisen gestelt"である。
Gobler， art. 115 ，丸、ublicoloco， seu pressurae... torqui'que infami adfigatur" 
(i公の場所すなわち群衆の中で，恥辱の首輸を掛けられるJ) とする。
52) 直訳は， r耳bずべき態様でJであろう。 Clasen，art. 118， (5)は，“obturpem libト
dinem cum ea expendam" (i女に対しlifずべき情欲をみたす目的でJ) と設解する。
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53) テキストは， "auff beklagung der benottigten inn ausfurung der misthat"である。
Clasen， art. 119は，“propterhoc delictum accusatur， nec non de ejus perpetratio-
ne legitme convincitur" (rこの罪について弾劾され，かっ，犯行について適法に有
罪な立証されるJ) という要旨を挙げるほか， Schroeder， S.173は，“innausfurung" 
を「立誌があった場合」と註解する。これに対し， Gobler， art.1l9は，“exaccusatl-
one compressarum in prosequutione maleficii" (r犯罪の笑行に際し強姦された者に
よる弾劾に基づきJ) とするが，疑問である。
54) テキストは，“Sowollen wir doch welcher solchs lasters betruglicher weis， mit wis-
sen vnd willen vrsach gibt vnnd volnbringt， das die nit weniger dann die ehebriト
chigen peinlich gestrafl丘werdensollen"である。
イタリック部分は，“swelcher(= wenn irgend welcher)"の趣旨と解する。 Gobler，
art.121 は，“statuimustamen， eos quicunque tali crimini. . .occasionem dederint， 
ilud' que perpetrarint. . . capitali poena plectendos esse" (rかかる犯，努の機会を設け
実行した者が刑事罰をも処罰されるべきことを定めるJ) と羅訳する。
イタリック部分以下の条件節は“das"以下の日約書巨の中に含まれるべきであろう。
55) テキストは，“vmbeynicherley genies willen， wie derηamen heが'である。
Gobler， art. 122は，“turpislucri gratia， quocunque nomine id appelletur" (rどの
ように呼ばれるにせよ，恥ずべき利得のためにJ) とする。なお， Schroeder， S.173 
は， rどのような種類のものであるにせよ」の滋味であると註解する。
56) Gobler， art， 124は，“offendiculum"(r怒り J)の訳語伝当てる。
57) 193条， 194条参照。
58) テキストは，“Aberdie jhenen， durch welcher verkundtschafftung richter oder 
oberkeyt die ubelthetter zu geburender straff bringen mochten， das mag on ver 
wirckung eynIcher straf geschehen"である。
(1) Guterbock， S.229は，テキストには誤りがあるが，テキストの趣旨は明白で
あり，誤りを指摘するだけで足りよう，とする。パンベルゲンシス 149条は，“Aber
die jhenen durch welcher verkuntschafi仇ungRichter oder oberkeyt die vbeltetter zu 
geburender straff bringen mochten， haben domit kein strafγerwurckt"であり，意味
が通達し，かっ，以下に挙げるクラーセンの註解とも符合する。
(2) Gobler， art. 124は，“Porroile quorum opera proditioηem explorauit， 
inuestigauit'que iudex & magistratus， quo facinorosi iusta poena adficiimtur， haud 




これに対し， Clasen， art. 124は，“Interimili a deZicto proditionis ejusque poena 
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sunt immunes， quorum ministerio Judex aut Magistratus delinquentes investigare， 






R. His， Das Strafrecht des deutschen Mittelalters， Teil 2， 1935， S.202によれば， ドイ
ツ中世における“Raub"は，反抗抑圧としての暴力営成立婆件としない，公然たる
奪取を意味し，暴力は加護事由にとどまった。また，場合によっては，公道あるい
は林野における奪取のみが強盗とされたようである。 R.v. Hippel， Deutsches Strajこ
recht， Bd. 1， 1925， S.184は，カロリーナはこのような強盗概念を引き継いだものと解





61) Gobler， art.128は，“per・duelliones，grassatores， & communes hostes" (r反逆者，
強盗，公共の敵J) とする。
62) テキストは，“wodi巴seltヲenan verdechtliche end， als obsteht， austretten， die leut 
bei zimlichem rechten vnd billicheyt nit bleiben lassen， sonder mit bemelten austret同
ten， von dem rechten vnd billicheyt zu bedrohen oder schrecken vnderstehn"であ
る。
Gobler， art. 128は，“siquidem ad loca suspecta， ut supra dictum est， profugiant， 
nemini aequum ius'que concedentes， sed in memorata fuga a iure & aequitate ab-
horrentes， minis ter・rere(= aut terroreJ pergant" (r上にいうように，不審なる場所
に遁走し，脅迫又は威嚇を行い，何びとに対しでも衡平と法を拒み，法と衡平から
遠ざけるJ) とする。なお， Clasen， art. 128， Iは，“aliosa Jure suo & aequitate mi-
nis aut terrore abstrahunt"と註解しており，ゴブラー訳は亀甲括弧内のように訂正
する。
63) テキストは，“vnangesehen，ob sie sunst nit anderst mit der that gehandelt het-
ten"である。
Gobler， art. 128は， "etiam si de facto nihil perpetrarint" (r行為として何事も行わ
なかった場合においてもJ) とする。
64) Clasen， art.128， Iは，侵害又は強要の意図を推認しうる行為が行われた場合も処
罰する趣旨である， とする。
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65) テキストは，“Woaber jemandt aus forcht eyns gewalts， vnd nit der meynung ge-
meynt vom rechten zu dringen， an vnuerdechtlich ende entwich， der hat dardurch 
diese vorgemelte straf nit verwurckt"である。
Guterbock， 5.230は，イタリツク部分を，“nitder meynung， yemant vom rechten 
zu dringen"の誤記であるとする。
Gobler， art. 128が，“nonaliquam主iuresuo deturbandi opinione. . . profugiat"と
するのは，テキストに訂正を加えたJ二での羅訳である。
66) Gobler， art. 129は，“dominium"(r領地J) とする。
67) Bohmer， art. 129， S 2によれば，“derjren feindt wer"は f同盟者 (socius，confe-
deratus)の激」を意味する。
68) 5chroeder， 5.176は， r二詞一意(Hendiadyoin)Jとする。
69) テキストは， "W 0 aber solche ubel offt geschehe， wollen wir die gemelten ge-
wonheyt des vergrabens vnnd pfelens， vmb mer forcht willen， solcher bosh在阪igen
weiber auch zulassen， oder aber das [= das) vor dem erdrencken die ubelthatterin 
mit gluenden zangen gerissen werde， ales nach radt der rechtuerstendigen"である。
(1) Vogel， art.131は， "a moins qu'elle ne l'eut commis plusieurs foふauquelcas， 
pour inspirer plus d'horreur contre la cruaute de pareillrs femmes， Nous voulons 
que le premier supplice soit employe， ou bien que la personne criminelle soit tenail-
le avec des fers ardens avant que d' etre precipitee dans l' eau， letout sur l' avis que 






art.131 は，“siflagitium istud in districtu seu regione aliqua仕equentiuscontinge酬
ret" (rかかる犯罪が頻発する裁判IX又は地域があるときはJ) とする。
70) テキストは，“auchdeshalb zu weither suchung， antzeygung geschicht"である。構
文的にも意味的にも，適切な理解が図難であるように思われる。
(1) Remus， cap.131は，“itatamen vt inquisitio exactissima fiat" (r以上は，厳
密なる札間が行われるためであるJ) とするが，イタリック部分は訳出されていない
ように思われる。
(2) Gobler， art.131 は，“Acsi quod ad ulteriorem inustigationem inquisitio-
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(3) Vogel， art.131は，“pourcet efet on procedera a une plus ample perquisiti-





71) テキストは，“Dochso eyn weibsbild eyn lebendig glidtmessig kindtlein also 
heymlich tregt， auch mit willen al!eyn， vnd on hilf anderer weiber geburt， welche 







72) テキストは，“soeyn weib jre kind， 11mb das sie des abkumm von jr legt， vnd das 
kind wirt funden vnd ernert die selbig mutter sol!， wo sie des uberwunden vnd be-
dretten wirt"である。
Gobler， art. 132は，“simulier infantem suum， propterea ut a seabdicet alienet'que， 
expoηit， & infans seu partus sic quidem fuerit inuentus， atque nutritus， eaipsa mater 
utique si conuictua conquisi似'queかerit"(1女が子を遺棄するために放霞したが，子
が拾われ養われた場合において，この母親が有罪を証明され捕縛されるときはJ) と
する。また， Clasen， art. 132は，最初のイタリック部分をより明確に，“animoali 




73) Gobler， art. 133は，“detractio"の訳語を与える。
74) テキストは，“sichvngegrundter vnzulessiger artzenei， die jm nit gezimbt h日tvn-
derstanden"である。
Gobler， art.134 "improba prohibita'que medicina seu pharmaco， quod non decuit， 
usum fuisse" (1用いるべきでない，禁止された， (医者にとって〕相応しくない医
薬を用いたことJ)とする。
75) テキストは，“soer der uberwunden sein leib vnd gut verwurckt hett"である。
Vogel， art. 135は，イタリツク部分を「身体刑j とする。これに対し， Gobler， 





76) テキストは，“innrecht erfordert oder bracht wurde"である。
Gobler， art 135は，“iniudicium uocaretur"とする。
77) テキストは，“solcherb vnd g註terder oberkeyt der die peinlichen straff， bus， 
vnd fel zustehn， heymgefallen sein"である。
Gobler， art.135 !丸、amhaereditam ilius & bona magistratui， cuius & poena 
corporalis seu punitio est， debere" (rその者の遺産及び財産は，身体刑ないし刑罰
を科すべき宮古まに帰属するJ)， Vogel， art. 135は，“elesera confisquee au profit du 
Seigneur a qui appartiennent les droits de Jurisdiction， d'amendes & de confisca-
tion" (rそれは，管轄，罰金及び没収の権限を有する管室支のために没収されるけと
するが，いずれもテキストとの対応関係にやや問題があろう。
78) テキストは，“wosich aber eyn person ausserhallヲobgemelter0仔enbarenvrsachen 
auch inn fellen da er sein leib alleyn verwirckt， oder sunst aus kranckheyten des leibs 
melancolei， gebrechlicheyt jrer sinn oder ander dergleichen blodigkeyten selbst tod-
tet"である。イタリック部分の解釈が困難である。
(1) レクサー・中高ドイツ語辞典が，“umden vorhergehenden satz zu verstaト
ken， zu bestatigen od. zu erklaren"という語義そ示すので， これに従う。
(2) なお， Gobler， art. 135はゾ‘siqua uero perosna extra praedictam manifestam 
causam，日tquein casibus in quibus corpus tantum perdidit， aut morbo aliquo cor 
pris， utpote melancholia， defectu sensuum， aut alia simili aegritudine aliqua sibi 
mortem consciscat， inferat' que" (rある者が，上にいう明白な理由以外の理由から，
すなわち，専ら身体刑をもって処罰されるべき事件において自殺し，又は，身体の
疾病すなわち欝病，精神虚弱その他類似の疾病から自殺するときはJ) とする。ま
た， Vogle， art. 135も，“maissi une personne qui se tueroit ele meme，がaVOlt
point agi par les motifs connus dont il vient d'etre parle， ou que ce fut seulement 
dans le cas d'avoir merite une puinition corporelle， ou que ce f1白td'ailleurs I'efet 
d'une maladie du corps， de la melancholie， de la foiblesse de I'esrit， ou de quelque 
autre infirmite semblable"として，実質的にはゴブラー訳と陪趣旨である。
79) テキストは，“hateyner eyn thier， das sich dermassen erzeygt， oder sunst， der art 
vnd eygenscha飴 ist，dardurch zu besorgen Ist， das es den leuten an leib oder leben 
schaden thun mocht"である。
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80) テキストは， "der gewonheyt nach， ein fursetzlicher mutwilliger morder mit dem 
rade， vnnd eynander der eyn todtschlag， oder aus gecheyt vηd 20rn gethan， vnd sunst 
auch gemelte entschuldigung nit hat， mit dem schwer vom leben zum todt gestrafft 
werden sollen"である。
Gobler， art.137は，イタリツク部分を，“aliusvero qui homicidium uel ex imp巴tu，
praecipitatione， uel ira perpetrauit， nec praedictam excusationem habet" (rこれに対
し，あるいは衝動，衝撃，あるいは憤怒から故殺を犯し，上の免責事白石ケ有しない
{也の者J) とする。また， Schroeder， S.178は，“oder"は編纂上の過誤であり，削除
されるべきだとする。
81) Gobler， art.137は，“promaiori terrore incutiendo" (rより大きな恐怖をもって
〔一般人を〕戦傑させるためJ) という訳語を与える。
82) テキストは，“werdendoch die jhenen， so solch entleibung thun， aus guten vrsa 
chen als etlich alleyn von peinlicher vnd burgerlicher straf entschuldigt"である。
Guterbock， S.240は，テキストには編纂上の過誤があり，イタリック部分はパン
ベノレゲンシス 163条のテキストと悶様でなければならないとする。パンベノレゲンシ
ス 163条は，“werdendoch die jhenen， so solch entleibung thun，叩sguten vrsa叩
chen， als etlich alleyn von peiηlicher， vnd dann etlich andere von peinliche und burger-
licher straf， entschuldigt"である。本文は訂正されたテキストを前提にするものであ
る。
83) Schroeder， S.178 Iふ“angreifen"，Vogel， art.139は，“attaquerη の訳語を与える
ので，これに従う。
84) Gobler， art.140は，“sons"(r可罰的J) とする。
85) テキストは，“todtlicheanfechtung oder benotigung"である。
Guterbock， S.240は，“tatlicheanfechtung oder benotigung"の誤記であるとする
ので，これに従う。
86) Gobler， art.142は，“allegatusfasssus'司ueimpetus atque insultus" (r主張されか
つ争いのない襲撃すなわち攻聖書〔の事実)J) とする。
87) テキストは，“derangezogen todtschleger"である。






89) テキストは，“vndsol doch gemelte kuηdtschafft beyder theyl mit eynander zu-
gelassen vnd gestelt werden. Nemlich ist hierinn zu mercken. .."である。
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Gobler， art.143は， μ&nihilominus praedicta testimonia utriusque partis pariter 





αbesserung"は，グリム・ドイツ語辞典によれば，“satisfacito，mulcta， busze vor ge司
richt"の語義がある。
91) テキストは， "Nemlich ist hierinn zu mercken， so eyner der ersten benotigung 
halb redlich vrsach zur notweer gehabt， vnd doch inn der th抗 nitale vmbstende， 
die zu eyner gantzen entschuldigten notweer gehoren， gehalten hett， istnot gar eben 
zu ermessen， wie vil oder wenig der th孟terzur thatt vrsach geh且bthabラ γnnddas 
βirther die straf an leib leben oder aber zu bus vnd besseruηg erkant werd"である。
(1) Gobler， art.142は，“Praecipueuero in his notandum est， siquis primae 
coactionis seu impetus causa legitimam rationem occasionem'que inculpatae tutelae 
habuerit， nec tamen in facInore omnes circumstantias quae ad plenam inculpatae 
tutelae purgationem excusationem' que pertinent， tenuerit: diligenter expendendum 
esse quot causas rationes' que patrator seu facinorosus ad delictum habuisset， & 







(2) これに対し， Vogel，呂rt.142は，“enquoi il faut particulierement prendre 
garde， que lorsque celui qui a eu des raisons legitimes pour une defence necessaire 
dans le cas d'une premiere attaque，ぜapoint observe durant l'action toutes les cir-
constances requises pour une defence necessaire & parfaitement excusable; les Juges 
doivent soigneusement pezer le plus ou le moins de raison qu'il a eu pour com-




92) テキストは，“sollendie vliheiler bei den verstendigen so es vor jn zu schulden kompt， 
der straff halb radts pflegen"である。
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(1) グリム・ドイツ語辞典によれば，“schuld"は，“anschuldigung，klage， das je 
mand zur last gelegte verbrechen"を?意味する場合があるので，テキストは， r判決
人の面前において訴訟となるJと解することもできる。
(2) 5chroede~ 5.181は，イタリック部分について，“wennes von ihnen (den 
Urteilern) zu entscheiden ist"と註解し， Vogel， art. 146も，テキストを，“LesJuges 
qui seront obligez de prononcer dans ces occasions consulteront les Gens de Loy sur 
la peine a infliger"とイム訳する。また， 150条には，“sodiser sach eyne fur den Rich-
ter vnnd vrtheyler kompt" (rこれらの事件の一つについて裁判官及び判決人が判決
を行うべきときはJ) という文言が見える。
以上の理由から，本文の訳とする。
(3) Gobler， art.146が，“quumpatratum delictum fuerit" (r犯罪が行われたの
でJ) とするのは，“schuld"の3番目の語義に従うものであろう。しかし，“vorjn" 
の部分が省略されており，疑問がある。
93) テキストは，“disefel oft zu schulden kommen"である。前注参照。
94) テキストは，“hierumlヲsollendie vrtheyler inn disen obgemelten fellen allen 
(wann es zu schulden kompt) angezeygter erklerung halb， der vorgemelterγ'erstendiger 
leut radt nIt verachten， sonder gebrauchen"である。
Gobler， art. 146は，イタリツク部分を，“memora仰edeclarationis ergo peritorum 
(ut diximus) consilia non contemnere， sed ilis ipsis uti debent" cr (上に定めるよう
に)法有識者による，ょに示した説明に関する鑑定を無視することなしこれを用
いなければならないJ) とする。
95) Vogel， art.148は， "de propos delibere， & formant le dessein de tuer qeulqu'un 
mechamment" (r予謀に基づき，故意をもって何びとかを殺害する計画を立てJ) と
する。
96) Gobler， art. 148; V ogel， art. 148は「十分な理由なく」と直訳するが，どのような
事態を指すか判然としない。これに対し， Clasen， art.148は，“absquelegitima cau-
sa" (r正当な理由なく J) という羅訳を示すほか， Kress， art. 148， S 3は，註解とし
て， r殺害された者が甚だしい侮塁手を加え，あるいは段ることで， [殺害者を〕刺激
したJような場合を挙げるので，本文のような訳を与えた。
97) テキスト比 "Aberder ander beistender， heZf決rul1dγrsacher straff haZber， von 
welchs handt obbestimbter massen der entleibt nit todtlich verletzt worden ist"であ
る。
V oge!， art. 148は， "a l' egard de la pUl1itiol1 des autres assistans， aides & auteurs， 







98) テキストは， "Aber der ander beistender， helffer und vrsacher straff halber， von 
welchs handt obbestimbter massen der entleibt nit todtlich verletzt worden ist， auch 
so eyner inn eyner auf志向roder schlagen entleibt wurd， vnd man mocht keinen wisω 
sen dauon er als vorsteht verletzt worden wer， Sollen die vrtheyler bei den rechtu-
erstendigen vnd an enden vnd orten， wie hernach gemelt wirdet， radts pflegen， mit 
ero五fuungaler vmtヲstendevnd gelegenheyt solcher sachen， sovil sie erfaren kunden" 
である。





99) テキストは，“wanninn solchen fellen nach ermessigung mancherley vmstende， 
das nit ales zu schreiben Csein， J vnderschiedlich zu vrtheylen ist"である。
本文は，亀甲指弧内のように補充した訳である。
100) テキストは，“(soman die gehaben vnd solchs geschehen kan)ηである。
Gobler， art.149; Clasen， art.149は，端的に“(sihaberi possunt)"とするので，こ
れに従う。
101) テキストは，“Hernachwerden etliche entleibung inn gemeyn berurt， die auch 
entschuldigung auff jnn tragen mogen， sodarinn ordenlicher weis gehandelt礼irdt"で
ある。
(1) イタリツク部分の訳ないし解釈は多様である。① Clasen，art. 150はJ‘dum-
modo occidens modum observaverit" (r殺人者が節度を遵守した場合に限り J)，Re-
1日s，cap.150は，“si1110dus quidem non excedatur" (r節度が超えられない狼りJ)， 
Stephani， art. 150は，“si1110do modus adhibeatur" (rそもそも節度が遵守される限
りJ) とする。② Gobler，art. 150は，“sidebito ordine in is procedatur" (rそれら
についてしかるべく手続が行われるならばJ)，~高訳 150 条は， r正規の方法によりて
審理せらるるん③ Vogel， art.150は，“lorsqu'ele est etablie dans les regles" U規則
に定めがあるときはJ)，④ Langbein，art. 150は，“inorder that they may be pro-












Vgl. 5chroeder， 5.181. 
103) 免責は事件の個別的事情に依浮い判定・判断が関難である，ということを前提
とする趣旨であろうか。




105) テキストは，“Hierumbso diser sach eyne fur den Richter vnnd vrtheyler kompt， 
sollen si巴beiden rechtuerstendigen vnd呂n巴ndenvnnd orten wi巴zuend diser vn-
ser ordnung angezeygt radts gebrauchen， vnd jn nicht eygen vnuernunfftige regel vnd 




なお， Zoepfl， 5.128によれば，第1次草案では， Hjn"は“inen))となっており，ま
た，“jn"を“ihnen"と表記するものとして， Blumblacher， art. 150; Clasen， art.150 
がある。
(2) Gobler， art. 150は，イタリツク部分色、ecipsi sibi singulares aut proprias 





また， VogeI， art.150が，“sedonneront bien de garde dans les juguments qu'ils 
auront主rendre，de se former eux-meme des regles & des usages peu raisonn呂ble& 




106) テキストは，“jrehandlung darauff richten， wie sie jn das recht zu gut verlengen" 
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108) テキストは，“wessie fur entschuldigung solcher thatt halb weisen wolten"である。
:i.語，動認が単数の誤りであることの理由については， vgl. Schroeder， S.182. 
109) テキストは，“Sodann der richter mit gehabtem radt der rechtuerstendigen die sel-
ben weisung乱rtickeldafur erkent， wo die bewiesen wurdeη， das dieselben邑ngezelg-
ten vrsachen， die beklagten vnd bekannten thatt von peinlicher straff entschuldigen" 
であるが，イタリック部分は，論理約に見て，“das"に導かれる副文節の中に位置
すべきであろう。 Gobler，art.151も，“sicutヲiiuderx habito Iurisperitorum consilio 
eiusmodi probationis articulos existimat tales， ut ubi probati戸erint，accusatum & 
confessum delictum a publica seu criminali poena excusarent"とする。
110) テキストは， "auch wes der anklager dienstlichs darwieder weisen wolt"である。
Gobler， art. 151は，“autsi quid etiam contra accusator intenderet" (i弾劾人が反
証として何を〔証明しようと〕意図しようとも j) とする。 Remus，cap.151も悶趣
旨である。
111) テキストは，“soes zu schulden kompt"である。




112) テキストは，“auchdurch dieselben oberkeyt deshalb (③J kundtschafft verhorer 
vnd anders verordnet gehalten vnd gehandelt werden， wie vor imm zwen vnnd secht-
zigsten artickel anfahend， Item wo der beklagt etc‘vnd etlichen artickeln darnach 
von form vnd m丘sder weisung gesatzt ist， (②J sampt etZichen hernachuoZgenden ar-
tickeln， so es zu schulden kompt (，) angesehen vnd darnach gehandelt"である(亀甲
括弧内数字・カンマは訳者が挿入)。
(1) Gobler， art. 151は，“Etab ipso magistratu commissarii & examinaωres ordi-
nentur， alias'que omnia fiant， quemadmodul11 supra in sexagesil11osecundo， & alis 
sequentibus aliquot Articulos de forl11a & 1110do probandi statuil11us， pariter'que 





〔翻訳〕カー ノレ5世刑事裁判令 (1532年)試訳 (2)
われなければならないJ) とする(むろん，“(sicubidelictum patratum sit)"という緩
訳は疑問である)。
(2) Vogel， a抗 151~丸、 cette efet la J urisdiction qui connoitra de cette affaire， 
fera proceder a ladeposition de temoins， & ce qui en depend， ainsi qu'il a ete mar-
que cy-dessus dans l'article LXI. & quelques autres suivans， 0むilest traite de la 
form & de la mesure requisεdans les preuves， & de quelle maniere on doit se con-





(3) イタリツク部分①の“kundおchafftverhorer vnd anders verordnet [， vnd es) 





なお，本条に対応するパンベノレゲンシス 176条のこの箆所は，“Auchsollen etlich 
artickel nechst hernachvolgent desshalb angesehen， vnd so dieselben fel zu schulden 
komen， darnach gehandelt werden" (1この点に関し以下の数街条が遵守されなけれ
ばならず， この種の毒事件が訴訟となるときは，以下の数箇条に従って手続が行われ
なければならないJ)であり，本条よりも明確な規定振りとなっている。
113) テキストは，“weisungartickeln nit beschliessen"である。




114) テキストは，“Sosollen des beclagten freundt dem klager zuuorderst， vor dem 
Richter vnnd vier schoffen， nach ermessung der selben notturffiglich caution， siche 
rung vnnd bestandt thun， ob sich solche furgebne enぉchuldigμη~gdes beklagten inn der 
ausβirung mit recht nit elヴuηde，das dann des bekJagten freundt die atzung des be-
kJagten，丘uchdem klager kost vnd schaden， nach ermessung des selben gerichts aus-
richten wollen， darein [= darin， worin) der selbig klager， durch die vnderstanden 




art.153は，“expensa.. . quas accusator propter aIIegatas， sed minimとprobatasratio-
nes subire ac facere coactus erat"とする。
115) テキストは，“sichausfuren"である。
Schroeder， S.183は，“denEntlastungbeweis fi註hren"と註解するが， このような
語義は，グリム・ドイツ語辞典によっても確認されない。ただし， Clasen， art. 154 ; 




Gobler， art. 154は，“princepsseu magistratus superior" (i君主ないしょ級官怒J)
とする。したがって，本条の裁判官は領邦の官僚としての裁判官を指すことになる
が，領:t裁判所の裁判官についてはこの種の規定が欠ける。
117) テキストは，“Itemso sich eyner ehe er inn gefengknus kompt， eyner peinlichen 
ubelthatt， mit recht ausfuren will"である。
Schroeder， S.183は，“denEntlastungsbeweis fuhrenヘGobler，art. 156 !ま t~iure
己xcu幼児"とする。
118) テキストは，“rechtmessigeverkundung"である。
Schroeder， S.183は，“angemesseneBrucksichtigung zuteil werden" (i適切な配慮、
を与えるJ) と註解する。しかし，グリム・ドイツ語辞典によれば， i召喚jの語義も
あり，ゴブラーも「召喚Jの訳語を当てるので，これに従う。
119) Gobler， art.156は， これ~ r被告人Jと解する。
120) i身柄保障Jについては， 76条注参照。
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